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   Tetrex, tetracycline phosphate complex, was used for clinical studies. Tetrex revealed 
good activity against several strains of M. pyog. var. aureus and E.  coli isolated from pa-
tient's urine or urethral smear. 
   Serum concentrationof Tetrx frcm one hour to three hours after oral administration 
revealed almost dcuble  nmcurt of  sertm levels after same administration cf tetracycline 
hydrochloride. 
   Tetrex used for treatment of urinaly tract infections containing 9 cases with acute 
gonococcal urethritis, 5 cases with NGU, 2 cases with periurethral abscess, one cae with 
spermatocystitis, 7 cases with acute  cystitis, 2 cases with chronic cystitis and 6 cases with 
acute pyeritis. All of 9 cases with acute gonococcal urethritis were curable. Two cases 
with NUG were curable, cne was  allmost curable, one negative and another one had a 
relapse. Both two cases with periurethral abscess were almost curable. One case with 
spermatocystitis was negative. All of 7 cases with acute cystitis were curable but both 2 
cases with chronic cystitis were negative. All of 6 cases with acute pyeritis were curable.
Tetrex(ブリサ イTX)はBristol社に於 て
製造 され たもので テ トラサ イク リン とメタ燐酸
ソーグ との複合体で ある.本 剤は従 来 のテ トラ
サ イク リン塩酸塩 に比べ て腸管 よ りの吸収が確
実で能率的で あ り,血 中へ の出現 が速かで且 つ
高い血中濃度が得 られ,副 作 用が少 い事 を特徴
と してい る.我 々は今回 日本抗 生物質学術協議
会 よ り臨床実験に関す る依 頼を受けた のでそ の
概要 を報 告す る.
1抗 菌スペ ク トラムに就て
本剤はテ トナサイクリソと全 く同様の抗菌スペ クト
ラムを持っ事がBristol研究所で示されている.即
ちそのスペ クトラムは極めて広い.テ トラサイクリソ
に 就 て はEnglish等 の 研 究 が あ るが,グ ラ ム陽 性
菌 で はCorynebacteriumのあ る種 の もの を 除 けば
invitroで0.312～1.56mcg/ccです べ て 感 受 性 があ
り,又 グ ラム陰 性 菌 で はProteus及びPseudomo-
nas以 外は0.39～3.12mcg/cc以下 の 感 受 性 で あ る と
され て い る.本 剤 も同 様 な スベ ク トラム を 示す と見 て
よい.又Cronkは 患 者 よ り分 離 し た22株の黄 色 ブ ド
ウ球菌 は 本剤 に対 し0.48mcg/cc以下 の 感 受 性 を 示
し,1株 の み62,5mcg/ccで耐 性 を 示 した と言 い,
又P.vulgarisの2株は31。25mcg/ccで 耐 性,
K.Pneumoniaeは0.97mcg/cc,E.Freundiiは
o.48mcg/ccの感 受 性 を 示 し た と述 べ て い る .
我 々 の 外来 及び 入 院 患 者 の尿 及 び 尿 道 分 泌 物 中 よ り
分 離 した 黄 色 ブ ドウ球 菌7株,大 腸 菌5株,プ ロ テ ウ
ス1株 に つ い て本 剤 に 対す る感 受 性 を測 定 し た結 果 を
次に示す


















































3,4,8,24時 間 目の 平 均 血 中 濃 度 は0.90,2,09,
1.61,1.11,0.20mcg/ccであ る の に 対 し,対 照 の テ
トラサ イ ク リ ン 塩 酸 塩 で は 夫 々0.59,1.20,不検,
0.97,0.21mcg/ccで最 初 の3時 間 に 本剤 の方 が 約2
倍 に逝 い 高 い 血 中濃 度 を示 し,叉 藤 井 等 の実 験 で も1
～4 .5時間 後 に最 高 血 中濃 度 を 示 し,之 は テ トラサ イ
ク リン塩 酸 塩 同量 投 与 時 の最 高血 中濃 度 に対 しほぼ2
倍 の値 を 示 して い る.又Bunnは131例 の 検 査 で250
mgの テ トラサ イ ク リyに 相 当す るTetrex内 服 後
最 初 の1時 間以 内 にo.06mcg/cc以上 の血 中濃 度 を
示 す 百 分 率 は70%であ っ た が,対 照 で は58.Omgに
過 ぎず,Tetrexの 吸収 が よ り早 く起 る と述 べ て い
る.又Cronkは12名 に対 し,Tetrexとテ トラサ イ
ク リン塩 酸 塩 の250mg等 価 量 を投 与 し て後24時間
中 の尿 中へ の排 泄 量 を検 し,Tetrexの平 均102.5mg
に対 し対 照 で は58,0mgに 過 ぎず,Tetrexが よ り
完 全 に 吸 収 さ れ る事 を 示 して い る.
次 に 我 々 の行 っ た 成 績 を示 す
(1)実験材料及び方法
2血 中濃度に就て









テ トラサ イ ク リンの メタ燐 酸 ソPダ 複 合 物 として は
Tetrex250mgカプ セ ルを,テ トラサ イ ク リン塩酸
塩 と して は ブ リサ イ250mg錠 を 用 い た.健 康 成 人
4例 にっ きcrossover実 験 に よ り血 中濃 度 を測 定
した.即 ち 空 腹 時Tetrex250mg投 与後1時 間,
2時 間,3時 間,6時 間 及 び24時間 後 に 採 血 し,FD
A209Pを 用 い て 重層 法 に よ り血 中 濃 度 を測 定 し,
更 に7～10日 後 同 一 条 件 の も とに ブ リサ イ(テ トラサ








3臨 床 成 績
急性尿道淋9例,非 淋菌性尿道炎5例,尿 道周囲膿






















































































痒 感を訴えた他の1例 は淋 菌は48時聞後に消失した
が,培 養 検査 に於て多 数の黄色 ブ ドウ球菌が証明さ
れ,尿道洗瀞療法に切 り換えて治療 した.



















































d.成 績 の ま とめ





症例1H.T.48才 ♂ 診断=尿 道狭窄兼尿
道周囲膿瘍
排尿障碍を訴えて来院,入 院せしめてブジー療法を


















































































症例6A.S.11才 ♂ 診断:出 血性膀胱炎
終末血尿及び排尿痛の主訴にて来院,尿 中に多数の
赤血球,白血球及び少数の大腸菌を認む.Tetrex1







































症例1N.M.20才 ♀ 診断 二夜尿症,急 性
腎孟炎
夜尿症の治療のために入院中の患者であるが,夕 刻





















症例3H.M.25才 ♀ 診断 二右腎結石,急
性腎孟炎
右腎結石の患者で術前逆行性ピエログラフイーを行
った所翌 日午後高熱を発した.尿 中にブ ドウ球菌,大
腸菌が認められた.Tetrex1日192日間投与によ









































平熱に経過していたが,術 後 約2週 間目に 腎孟炎を
起し発熱した.尿 中 に白血 球及び大 腸菌を認める.
Terrex1日19投与4日 間にて5日 目に下熱した.
熱型を第4図 に示す























濃度 も,同量 のテ トラサイク リン塩酸塩経口投
与時に比較 して投与後3時 間まではほぼ2倍 に
近い血中濃度が得 られた.















テ トラサイ ク リンにヘキサ メタ燐酸 ソーグ
を混 合 した ものが ブ リサイであ り,メ ク燐酸 ソ
ーグ との化合物が ブ リサ ・fTX即 ちTetrexで
あ る.抗 生 物質 の治療 効果 はそ の病巣内濃度に
比例 す るものであ り,高 い病巣濃度 を得 るため
には高 い血 申濃度が要求 され る.テ トラサ イ ク
リン経 口投与 に於 ては投与量 を増加 しても比較
的難溶性 で あ るた めに吸 収 され ない部 分 が多





32例に使用し,急 性尿道淋の6例 中8例 に著
効,1例 に有効であり,非淋菌性尿道炎5例 中
2例に著効,1例 に有効,1例 は無効,他 の1
例に再発を見た.尿 道周囲膿瘍の2例 に有効,
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